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この文書について 

● 本ドキュメントには、製品の使用および管理に関する指示が含まれています。以下に示す図、チャート、画
像、およびその他すべての情報は、説明および解説のみを目的としています。 
● 本ドキュメントに記載されている情報は、ファームウェアの更新その他の理由により、予告なく変更される場
合があります。最新版はHikvisionウェブサイト（https://www.hikvision.com）でご確認ください。別途合意がない
限り、杭州海康威視数字技術有限公司およびその関連会社（以下「Hikvision」）は、明示的または黙示的を問わず、
一切の保証を行いません。 
● 本ドキュメントは、本製品のサポートに関する訓練を受けた専門家の指導および支援のもとでご使用く
ださい。 

本製品について 

● 本製品は、購入された国または地域でのみアフターサービスサポートを受けることができます。 
● お選びいただいた製品が映像製品の場合は、以下のQRコードをスキャンして「映像製品の使用に関する取り組み」
を入手し、よくお読みください。 

 

 
知的財産権の認識 

● 本ドキュメントに記載された製品に具現化された技術に関連する著作権および／または特許はHikvisionが所有
しており、これには第三者から取得したライセンスが含まれる場合があります。 
● 本文書のテキスト、画像、グラフィック等を含むいかなる部分もHikvisionに帰属します。書面による許可なく、
本文書の全部または一部をいかなる手段によっても抜粋、複製、翻訳、改変することはできません。 
●  およびその他の Hikvision の商標およびロゴは、さまざまな法域における Hikvision の所有物です。 

● 記載されているその他の商標およびロゴは、それぞれの所有者に帰属します。 

免責事項 

● 適用される法律で許容される最大限の範囲において、本書および記載された製品（ハードウェア、ソフトウェ
ア、ファームウェアを含む）は「現状有姿のまま」かつ「あらゆる欠陥およびエラーを含む状態で」提供されま
す。 HIKVISION は、商品性、満足のいく品質、特定目的への適合性を含むがこれらに限定されない、明示または
黙示の保証を行いません。 本製品の使用はお客様の自己責任で行ってください。いかなる場合においても、
HIKVISIONは、特別損害、結果的損害、付随的損害、間接損害（事業利益の損失、事業中断、データの損失、 シス
テムの破損、または文書の損失を含むがこれらに限定されない損害について、契約違反、不法行為（過失を含
む）、製造物責任その他のいかなる法的根拠に基づくものであっても、本製品の使用に関連して生じた場合、
HIKVISIONがそのような損害または損失の可能性について事前に通知されていた場合であっても、一切の責任を負
いません。 
● お客様は、インターネットの性質上、固有のセキュリティリスクが存在することを認識し、サイバー攻撃、
ハッカー攻撃、ウイルス感染、その他のインターネットセキュリティリスクに起因する異常動作、プライバ
シー漏洩、その他の損害について、HIKVISION は一切の責任を負わないものとします。 ウイルス感染、その
他のインターネットセキュリティリスクに起因する異常動作、プライバシー漏洩、その他の損害について一
切の責任を負いません。ただし、必要に応じてタイムリーな技術サポートを提供します。 
● お客様は、本製品を適用されるすべての法令に準拠して使用することに同意し、お客様の使用が適用される法令
に準拠していることを確認する責任はお客様のみにあります。 特に、お客様は、パブリシティ権、知的財産権、デ
ータ保護およびその他のプライバシー権を含むがこれらに限定されない、第三者の権利を侵害しない方法で本製品
を使用することについて責任を負います。 お客様は、大量破壊兵器の開発または製造、化学兵器または生物兵器
の開発または製造、 核爆発物または安全でない核燃料サイクルに関連する文脈における活動、または人権侵害を
支援する活動を含むがこれらに限定されない。 
● 本文書と適用法との間に矛盾が生じた場合は、適用法が優先します。 

データ保護 

● データの保護のため、Hikvision製品の開発にはプライバシー・バイ・デザイン原則が組み込まれています。例え
ば、顔認識機能を備えた製品では、生体認証データは暗号化方式で製品内に保存されます。指紋認証製品では、
指紋テンプレートのみが保存され、指紋画像を再構築することは不可能です。 

● データ管理者／処理者として、個人データの収集、保存、利用、処理、開示、削除などの処理を行う可能性が
あります。個人データ保護に関連する適用法令（合理的な管理上および物理的なセキュリティ対策の実施、セキ
ュリティ対策の有効性に関する定期的な見直しと評価の実施など、個人データを保護するためのセキュリティ対
策の実施を含むがこれらに限定されない）に注意を払い、遵守することをお勧めします。 

© 杭州海康威視デジタル技術有限公司。無断複写・転載を禁じます。 
 

DS-KAB673-EDB、DS-KAB673-EDBUHK、DS-KAB673-
EDBCKV、DS-KAB673-EDBUVS、DS- 
KAB673-EDBKVO、DS-KAB673-EDBHUN 

13.56MHz、125 KHz 
2.4GHz 

 
 

図は参考用です。 
周辺モジュールは、実際のニーズに応じてデバイスに設置できます。 

1 外観 
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43.38 mm 

70.84 mm 
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110.5 mm 110.5 mm 

指紋認証 + Bluetooth モジュール 
指紋認証 + Bluetooth + QRコード モジュ

ール 

43.08 mm 

掌紋・掌静脈モジュール  

110.5 mm  
110.5 mm 
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設置方法Ⅰ : 標準モジュール 

1   モジュールをメインデバイスの USB インターフェースに挿入します。 

設置方法Ⅱ: アルコール検知モジュール 

❶
 
モジュールを本体の USB インターフ
ェースに挿入してください。 

ワイヤレスモジュールを例に挙げましょう。 

異なる実際のニーズに応じてモジュールを選択できます。 

2 本のネジ（M3）でモジュールを本
体に固定してください。 

2本のネジ（M3）でモジュールをデバイスに固定します。 

 
❸  
固定されたモジュールにマウスピー

スを差し込んでください。 
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https://www.hikvision.com/

